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《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

心 

の 

引 

力

　
だ
れ
か
の
「
思
い
」
に
心
を
動
か
さ
れ
た
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？  

大
人
に
な
っ
た
ら
、

心
は
そ
う
簡
単
に
動
か
さ
れ
た
り
は
し
な
く
な

る
も
の
で
す
。
し
か
し
突
然
、「
思
い
」
と
出
会

い
、
引
か
れ
、
あ
る
い
は
巻
き
込
ま
れ
、
い
つ

の
ま
に
か
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
別
の
場
所
に

移
さ
れ
る
、
な
ん
て

こ
と
は
…
？

　
世
界
は
、「
思
い
」

や
「
願
い
」
が
形
を

と
っ
て
私
た
ち
を
取

り
巻
い
て
い
ま
す
。

よ
い
も
の
も
、
そ
う

で
な
い
も
の
も
。し
か
し
全
て
の
思
い
が
形
を

と
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中

で
、
何
に
も
囚
わ
れ
ず
、
自
由
に
思
い
、
願
う

こ
と
の
で
き
る
存
在
、
そ
れ
が
「
幼
子
」
で
あ

る
と
聖
書
の
中
に
感
じ
ま
す
。

　
ひ
と
の
心
を
動
か
す
「
思
い
」
と
い
う
の

は
、
必
ず
し
も
強
固
な
も
の
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
脆
く
、
か
ぼ
そ
い
、
一
瞬
し
か
現
れ
な
い
も
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
但
し
、
そ
れ
は
「
素
直
」
な
こ

こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。「
素
直
」
さ
は
ま
た
、「
思

い
」を
豊
か
に
受
け
入
れ
ま
す
。人
が
齢
を
重
ね
な

が
ら
素
直
さ
を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
、き
っ
と
ら
く

だ
が
針
の
穴
を
通
る
よ
り
難
し
い（
!?
）で
し
ょ
う

か
。し
か
し
キ
リ
ス
ト
が
ひ
と
り
の
幼
子

を
指
し
て
、「
天
国
は
こ
の
よ
う
な
も
の

の
国
で
あ
る
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
、

私
の
頑
な
な
心
を
ひ
ら
き
素
直
に
し
て
く

れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。そ
し
て
キ
ッ
ド

ス
ク
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち
が
、そ
の
よ
う

な
心
を
実
際
に
見
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
私
の
仕
事
は
、
幼
子
の
「
思
い
」
に
耳
を
澄
ま
せ

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。そ
し
て
そ
の
自
由
な

「
思
い
」「
願
い
」
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
結
実
さ
せ

て
い
く
か
、そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
な

か
で
、
彼
ら
の
「
心
の
引
力
」
に
私
の
心
が
動
か
さ

れ
る
の
で
す
。
喜
び
と
共
に
。
恵
み
と
共
に
。

（
聖
救
主
教
会
キ
ッ
ド
ス
ク
ー
ル
教
諭
）
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２６（日）聖霊降臨後第２４主日
主教巡回　千住基督教会

２７（月）人権委員会（聖バルナバ）
２８（火）銀座朝祷会
２９（水）財政委員会
３０（木）山手Ｇ牧師協議会

　　 （聖三一）
多摩Ｇ牧師協議会 　
　　　　　　　（八王子）
信徒講座②＝講師 山口
里子（教区会館）
ＨＰ小委員会

３１（金）信仰と生活委員会
１１月
　１（土）教区墓地礼拝
　２（日）聖霊降臨後第２５主日

主教巡回　
  東京諸聖徒教会

　３（月・休） 教区墓地礼拝
　４（火）常置委員会（臨時）
　５（水）教区企画室

エルサレム教区協働委　
　　　員会

　６（木）人権委員会（日の丸・
君が代）
常置委員会（臨時）

　７（金）教財務サービス委員会

◇
10
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
日
曜
給
食

活
動
の
た
め
▽
月
島
聖
ル
カ
保
育

園
の
た
め
▽
こ
ど
も
の
た
め
の
ミ

ニ
ス
ト
リ
ー
の
働
き
の
た
め
▽
教

役
者
緊
急
援
助
資
金
の
た
め
（
10

月
第
３
主
日
10
・
19
）
▽
社
会
事
業

の
日
（
10
・
26
）

◇
教
区
墓
地
礼
拝
（
司
祭
名
は
主

任
者
）
　
▽
11
月
１
日（
諸
聖
徒
日
・

土
）
　
・
八
柱
霊
園
10
時
＝
神
﨑
雄

二
司
祭
　
・
染
井
墓
地
11
時
＝
下
条

裕
章
司
祭
　
・
谷
中
墓
地
14
時
＝
笹

森
田
鶴
司
祭
　
・
青
山
墓
地
14
時
＝

大
畑
喜
道
司
祭
　
・
雑
司
ヶ
谷
墓
地

14
時
＝
河
野
裕
道
司
祭
　
・
八
王
子

／
東
京
／
南
多
摩
霊
園
14
時
＝
加
藤

俊
彦
司
祭
　
・
上
川
霊
園
11
時
＝
前

田
良
彦
司
祭
　
▽
３
日
（
月
・
休

今週・来週 の 予 定

１０月２６日～１１月８日

日
）
　
・
小
平
霊
園
10
時
半
＝
井
口

諭
司
祭
（
※
）
　
・
春
秋
苑
10
時
半

＝
神
﨑
和
子
司
祭
　
・
多
磨
霊
園
14

時
＝
吉
野
秀
幸
司
祭
　
※
＝
最
寄
駅

西
武
線｢

小
平｣

駅
前
～
教
区
墓
地
間

に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行（
往
路
・
復
路

各
３
便
＝
無
料
）
　［
照
会
な
ど
は
教

区
事
務
所
教
務
主
事
宛
に
］

　
▽
神
田
キ
リ
ス
ト<

マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
コ
ン
ソ
ー
ト>

合
唱
演
奏
会
　
11

月
１
日
（
土
）
14
時
。
指
揮･

オ
ル
ガ

ン
＝
和
田
純
子
。入
場
料
千
円
。予
約

℡
＝
０
４
５（
４
９
１
）６
６
６
１
。

◆
と
こ
し
え
の
平
安

10
月
８
日
　
市
原
満
佐
子
（
69
）

聖
マ
ル
チ
ン

中
部
教
区
市
原
信
太
郎
司
祭
ご
母
堂

10
月
15
日
　
森
　
裕
子
　
　（
80
）三

光

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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常
置
委
員
会
報
告 

（
10
月
14
日
）

＊
教
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
終
了
、２

神
学
生
の
主
日
勤
務
指
令
、聖
職
候

補
生
の
執
事
志
願
受
理
等
、予
定
を

含
む
諸
事
項
の
主
教
報
告
。

＊
主
教
の
聖
ジ
ョ
ー
ジ
教
会
巡
回
日

程（
09
年
２
月
）
、聖
職
不
在
教
会
へ

の
協
働
牧
会
体
制
の
対
応
等
、主
教

チ
ャ
プ
レ
ン
報
告
。

＊
教
務
・
財
務
・
宣
教
各
主
事
、
宣

教
主
事
補
に
よ
る
諸
事
項
の
報
告
。

＊
秋
期
教
区
会
開
催
・
信
徒
代
議
員

補
欠
の
扱
い
・
議
案
等
へ
の
確
認
と

協
議
。
09
年
度
教
区
予
算
案
（
財
政

委
員
会
）に
つ
い
て
11
月
４
日
に
臨

時
常
置
委
員
会
を
開
き
、
諮
る
。

＊
そ
の
他

正
義
と
平
和
協
議
会
運
営

委
員
会
報
告 

（
10
月
15
日
）

＊
「
日
の
丸
…
」
強
制
問
題
に
取
組

む
会
（
９
月
30
日
）
報
告
。

＊
09
年
活
動
計
画
・
予
算
案
作
成
の

協
議
と
確
認
。

＊
協
議
会
懇
談
会
（
９
月
17
日
・
10

月
15
日
）
の
報
告
。

＊
聖
公
会
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
国

大
会
（
10
月
12
日
～
13
日
・
京
都
・

５
教
区
32
人
）
の
報
告
。

＊
オ
ウ
ル
ナ
ヌ
ム
の
会｢

聖
公
会

生
野
セ
ン
タ
ー
訪
問
企
画
」
支
援

に
つ
き
協
議
。

＊
そ
の
他
。

◇
秋
の
バ
ザ
ー
情
報
５
（
11
月
）

２
日
（
日
）
＝
聖
救
主
10
時
～
15
時

・
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
12
時
～
15
時
　

８
日
（
土
）
＝
聖
バ
ル
ナ
バ
11
時
半

～
14
時
　

９
日
（
日
）
＝
聖
愛
12
時
半
～
14
時

半
・
清
瀬
聖
母
11
時
～
14
時

　

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
　
　
　
　  

聖
　
愛
　
教
　
会

　
先
日
、
主
日
礼
拝
で
夏
に
出
産
し

た
方
の「
誕
生
感
謝
の
祈
り
」が
あ
り

ま
し
た
。
お
子
さ
ん
を
抱
く
若
い
ご

夫
婦
と
そ
の
ご
家
族
と
と
も
に
、
私

た
ち
も
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。
教
会
も
少
子
高
齢
化
で
は
あ
り

ま
す
が
、
０
歳
か
ら
90
歳
代
ま
で
の

人
々
が
揃
っ
て
の
礼
拝
に
感
謝
で

す
。春
に
牧
師
の
交
代
が
あ
り
、管
理

牧
師
は
鈴
木
裕
二
司
祭
、
嘱
託
司
祭

に
佐
藤
信
康
司
祭
と
新
し
い
風
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
は
11
月
９
日
に

行
う
バ
ザ
ー
の
準
備
や
ク
リ
ス
マ
ス

礼
拝
式
文
の
見
直
し
を
し
て
い
る
ほ

か
、
来
年
１
月
に
迎
え
る
教
会
創
立

１
２
０
周
年
に
向
け
て
の
準
備
委
員

会
が
で
き
て
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。
　（
関
ノ
リ
子
）
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
88

　
ラ
ン
ベ
ス
会
議
報
告（
２
）

　
　
　
　
　
　
主
教
　
植
田
仁
太
郎

　
前
回
１
回
目
の
報
告
で
は
、
今

回
の
ラ
ン
ベ
ス
会
議
は
決
議
を
す

る
会
議
で
は
な
く
、
修
養
会
・
勉
強

会
と
い
う
形
を
と
っ
た
こ
と
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。

　
実
は
、
そ
の
勉
強
会
の
テ
ー
マ

は
、
今
日
、
主
教
た
る
者
、
そ
れ
ぞ

れ
の
問
題
に
広
い
見
識
と
洞
察
を

も
っ
て
教
会
を
導
い
て
ゆ
く
こ
と

を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
、
実
に

多
岐
に
渉
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

テ
ー
マ
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
み

ま
す
と
、
「
聖
公
会
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
」
「
今
日
の
福
音
伝

道
」
「
社
会
の
変
革
　
　
社
会
正

義
」「
他
の
諸
教
会
と
の
協
働
」「
被

造
物
を
守
り
育
て
る
」「
多
元
的
世

界
に
関
わ
る
」
等
々
で
、
そ
の
中
の

ひ
と
つ
の
課
題
を
検
討
・
勉
強
す

る
だ
け
で
、
一
大
協
議
会
を
開
催

す
る
必
要
が
あ
る
ほ
ど
、
重
大
な

課
題
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
課

題
の
呈
示
の
仕
方
が
、
た
だ
勉
強

す
る
課
題
だ
と
い
う
の
で
は
な
く

て
、
も
う
私
た
ち
主
教
は
、
一
緒
に

関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
、
と
（
英
語

で
は
）
動
詞
を
用
い
て
表
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
」
だ
っ
た
ら
、
聖
公
会
の
共

通
基
盤
を
「
共
に
祝
う
」
と
い
う
表

現
に
な
り
ま
す
。
「
福
音
伝
道
」

だ
っ
た
ら
、「
共
に
宣
べ
伝
え
る
」

と
呼
び
か
け
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
今

回
の
ラ
ン
ベ
ス
会
議
全
体
の
精
神

と
意
図
で
あ
る
、
あ
る
テ
ー
マ
に

つ
い
て
賛
否
を
問
う
て
見
解
の
違

い
が
自
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を

避
け
て
、
も
う
私
た
ち
は
充
分
に
一

緒
に
世
の
中
の
様
々
な
問
題
、
教
会

の
問
題
に
関
わ
っ
て
い
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
、
と
い
う
姿
勢
が
良
く

表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う
勉
強
会
の
方
向
付
け

の
中
で
、
現
在
、
全
聖
公
会
で
最
も

ホ
ッ
ト
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
課
題

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
40
人
く
ら
い

の
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。
そ
れ
ら
は
、「
聖
書
の
も
と
に

生
き
る
　 

　
聖
書
と
宣
教
」「
互
い

に
聞
き
合
う
　
　
主
教
と
人
間
の

性
」「
共
通
の
い
の
ち
を
育
て
る
　

　
聖
公
会
誓
約
へ
の
道
筋
」
と
い
う

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 

＊
以
下
次
号
。
本
稿
は
３
回
連
載

     

の
企
画
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。


